
令和５年度吉井川・旭川・高梁川水害タイムライン読合せ訓練を開催

【参加機関】
岡山市、新庄村、鏡野町、久米南町、美咲町、倉敷市、井原市、総社市、高梁市、新見市、浅口市、矢掛町、津山市、赤磐市、勝央町、玉野市、西粟倉村、岡山県警察本部、
岡山地方気象台、中国電力㈱、中国電力ネットワーク㈱、西日本電信電話㈱、岡山ガス㈱、津山ガス㈱、山陽SC開発㈱、テレビせとうち㈱、笠岡放送㈱、
エフエムゆめウェーブ㈱、岡山県、中国四国農政局・高梁川用水土地改良区、苫田ダム管理所、岡山河川事務所、玉野市、広島県 ３４機関

会議開催状況

○令和５年度の台風期への備えとして、吉井川・旭川・高梁川水害タイムライン読合せ訓練を
開催（令和５年８月３１日(木)１０:００～１２:００）

○読合せ訓練の冒頭では、今年度の梅雨期、今後の気象の見込みについて岡山地方気象台から
解説し、台風や線状降水帯に対する危機感を共有

○読合せ訓練では、タイムラインレベル毎に防災行動項目の確認や防災行動共有システムの操
作、円滑な防災対応に向けた意見交換を実施し、防災対応のイメージを改めて共有

＜岡山地方気象台からの話題提供＞
➢今年度の梅雨期の特徴や、6月1日の大雨の際に発生した線状降水帯、
今後のエルニーニョ現象の見通しと台風との関係、3カ月・1か月予報について解説。

＜タイムライン・ポータルサイトについて＞
➢ タイムラインの概要・目的と運用方法、ポータルサイト操作方法を再確認。
＜読合せ訓練＞
➢ タイムラインレベル毎に状況と防災行動の全体像、自機関の防災行動を主に確認

西山座長
（吉井川・高梁川）

読合せ訓練の実施方法

前野アドバイザー

毎年 9～10 月は岡山県に大型台風が
接近する時期である。来週には台風 12 

号が接近する可能性があり、逃げ遅れ
ゼロの達成に向けて引き続き取り組ん
で頂きたい。（前野アドバイザー）
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気象・台風情報の収集　【継続】 共通 1
全般・地方・府県気象情報、台風情報、台風5日進
路予報、週間予報の確認

収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

気象警報・注意報情報の収集　【継続】 共通 2 早期注意情報（警報級の可能性）の確認 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

共通 3 タイムラインの立上げ協議（レベル0（3日前準備）） ◎ ◎ ◎ ◎

共通 4 台風進路予測、早期注意情報等から0hの設定 ◎ ◎ ◎ ◎

共通 5 防災体制のスケジュールの設定 ◎ ◎ ◎ ◎

共通 6
タイムライン立ち上げ（レベル0（3日前準備））の周
知

受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

共通 7 今後の方針の周知 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

共通 8 会議室の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 9 連絡網の用意 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 10 本部設置の事前周知 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資機材の準備 共通 11 水防資機材の確認 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

共通 12 課員の動員体制の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 13 県民局から市町村への注意喚起（文書送付） ○ ◎ ◎

共通 14 人員の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 15 土のう・資機材の準備 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 16 土のうの配布 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

対応状況の伝達 共通 17 土のう配布状況の伝達（庁内） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 18 遊具等撤去時期の決定 ◎

共通 19 受注者への準備連絡 ◎

資機材の準備 共通 20 水防資機材の確認

共通 21 人員の確保

共通 22 土のう・資機材の準備

共通 23 土のうの配布

対応状況の伝達 共通 24 土のう配布状況の伝達 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

資機材の準備 共通 25 資機材の確認・点検 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
共通 26 人員の確認 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
共通 27 業者の手配 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

外水 28 設備の状況確認 ◎ ◎

外水 29 委託業者、関係者への準備連絡 ◎ ◎

今後の見込みの検討 共通 30 関連機関との連携 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資機材・機器の準備 共通 31 監視カメラの点検 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 32 施設の試運転（排水ポンプ、樋門等） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 33 施設管理者への連絡調整 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

排水機場の早期操作 共通 34 早期水位低下の依頼 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 35 協力業者への要請 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 36 対応可能な業者の確保 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

施設の管理 共通 37 施設の状況、状態の把握 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

陸閘操作の準備 共通 38 操作の準備（点検） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

鉄道の運行停止準備 施設の準備 共通 39 鉄道施設の巡回・警備 ◎

バスの運行停止準備 危険箇所の確認 共通 40 現地状況の確認 ◎ ◎

共通 41 避難施設の安全等の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 42 必要な物資・人員の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

指定避難所担当職員の調整 共通 43 避難所と避難所担当職員との協議 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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情報の収集

タイムライン立ち上げ（レベル1移
行）の意思決定

岡山県、岡山地方気象台、岡山河川事務
所による今後の方針の決定

意思決定の周知

災害対策本部等の設置準備 災害対策本部等の設置準備

水防活動の準備 希望市民への土のう配布

河川敷の遊具等撤去の検討

ダム操作の準備 体制の構築

樋門・排水・取水ゲート操作の準
備

仮設ポンプ等の準備

体制の構築準備

指定避難所開設の準備
指定避難所の状況確認

共通

高潮

土砂

内水

洪水（外水）

【共通】

・早期注意情報（警報級の

可能性）

・3日後に台風や大雨が吉

井川流域に影響する恐れ

① 自機関の防災行動項目について確認し、具体的な対応手 順や対応方法を理解しているか確認
② 他機関と連携する防災行動項目は、連携内容や連絡先について確認
③ タイムライン詳細版より、自機関の情報発信対象の行動項目を確認

各レベルの状況と平成30年7月豪雨の危険度推移を説明
防災行動共有システム、タイムラインの印刷物で
自機関の防災行動項目を確認

吉井川・旭川・高梁川のタイムラインは、
上流から下流まで全ての自治体が参
加しており、全国でも珍しい取組であ
る。 関係機関の方には、三水系全体
で連携して災害を防ぐという意識を
もってタイムラインを活用して頂きたい。
（西山座長）

防災行動の
確認に関する
ポイント


